
強力放水の実験

1 は しカず き

大担臨火民あるいは臨風時火'iには耐圧多置の放水

が必要とされる しかし，歓語、には圧力および水置に

比闘した反動力をともない。人聞の菅地眠符力限界内

では圧力1 水晶とも大き〈制限される よれに対処す

るため各睡円強力放水器具を考案中であるが.そのー

っとしてホ スカ 利用の世水架台を置作しその性能

をテスト Lてみた さらに現用車働型ポ γプ車町並水

能力限界およびホ-7.耐圧力限界内でノズルロ佳によ

って政水射程がどのように置るか また惚都率向性能
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以上にì~，m::多五よれ水を行ヮ た場合ω 管総.ノズルの極

sjおよびノズルn世による放語、射程がどヮ霊化するか

e削防艇を用いて臨f:<tしてみた

2 ホ ースカ ー利用の放水架による

強力放水について

1 誼氷里のII遣
:t.-λカーの引手間に計器媒介金具を応用 Lた媒介

金具をとりつけ ニれに管舘およびホ -7.を結合して

批オをするものである(揖 I1司〉 左右回転軸を ヒ下

立 図
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回転軸で支え。よ下回転軸を メタルで主持しホースカ

ーに固定してあって左右上下自在に角度が藍えられ

る また放水時の匡動力によってホースカーが穆勤す

る丹を防ぐためにホースヵーの4属こ宝待関をとりつ

けま定を保つようにした

2 試見事領

. )標準型ーンブ寧 i 台よリ 651111;~ロ Fを延長し.ホ

ー兵力 一司怯方よ 1)1i土水車に土りつけた

b')ノズl'テップ。放水角度 ノスル圧力をEえて試

験を行った

3 民軸結果および考案

E初予結果

第 l吉t二示すとお0である
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n 匡動力抵抗すこついて

ホースカ 壬放水里会こして宝号 L た場合。ð.~出刀

に勺てどぬような作用をヲけるわ}直書藷果を.*::-ニ

示ナ

， )全般的によへ持ち上げられる力(回転力〕

撞方へ引かれる刀町方が大きい.

よりも

b)菅靖を水平に Lと場合，互助力が的30-10kgで桂

方へ引かれる なお反動力が l田岡 〈らいまで人

で保持でき それ以上 180同〈 らρ まで2人で保持

できる

c)菅靖円支持角庄〈仰角)35・8il桂ではノズル口径.

ノズル圧力の如何にn叶、わワ信<.ほとんど人間円

支持力をQ.要と L伝い

以上からみて強力放水に探し;-;-;-;.カ ーを泣水車台

として匝用ずることはきη 的て有効である 入閣が身

体で菅鎗を保持L得る亙勤力的限界は.

i人 181q

2人 ・計k.

〈以上世揖器具取証書〉といηれている ."';": -.;;カ

を用いれば その 6-7告まで街え得るηけである

第 l褒に官;a士水平にした場合の=一久力ーの保持人

員と反動力を示している 尚反動力的計算は次式に~

勺た

F=O.0150:P 

F E勤刀 (k，)

D ノズル口径 (-)

P ノズル圧力 (k![/C'認')

m ホースカーの強度について

肱水時丹反動刀はiii:高 18Ukgを正nしたがi このE

度内反動力に対して ーースカーは吉牙耐えられた な

お若手の揃並走行えば主用化できると考えられる

3 現用 保準 型ポンプ草による放水

射程について

1. W検要掴

現用原i躯型オイ YフQ!で耐えEの松木県および普通管鎗

とλ ムースノスルを周"て放水射程内訓定を行なっ

た 測定は 0 1則合行い。削定 L~すいようは甘始走水

平に保ち，政木丹者J世'.'1.~とら勺て射Eとしと
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b) 丑大泣*1I::;i::~ ":-一どデ " .. 'l壬愛想してお2配。
¥lmin とした

2 立最語集お困ζび考案

話果を揮 2聾に示す 現用揮継型ポ ンフ車Jつ能力限

界内では22.2園口をノズルを用いた場合最大封室;}i;尋

られた ノスi:..ceそそれより大き〈するミ ノλ ャ壬

とと L'二点 "/7匡ち孟下 L:tc水船室は謹 〈午る

努 2.;実水平世ホ時のスー‘ーズノズルにおける
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〈現用保惜型ポンプ草性fje.: a;~i韮 20kg/~';:Zl_0.i.3m:' I 
min. 15k胃Icm~-l.9ma/min) 

4 消防謹によ る放水射程について

IlJ 消防蛙むさ Lの (ポンプ性能 E問27kg人m~-

2 m;fmin. 18kgicml-4m3/min) を使用し苦j~や ノズ

ルチ γ ブに.!i!置羽匿のゐる bの また昔了直苦jA. ハ ー

-7Cノスール命全用いポンプ圧を10.15， 20kgft:ザとし

て此水射置を測定した ニの場合~ンプ圧を且制した

のでロ径がJ.なればノスル圧力ち見る

" 

(21 l実験結果および考察

結果を第 3 査お~び罫 4閣に示，.

盤斑羽担{サ菅'uiを用、、 ノズルチ ':/71こ主流 日里

のあるらのとない ちのとカ比較 をA. Bに.. T;"I μ4 

告の苫ははとんど認め句れぽい しかしJ!駄目が少

伝いのでノλルチヅフ主流羽恨の勿J用の有無3 つい

ては勺ぎりいえ位、

同ーのノバルチ r7':!:JHぃ。廿j~の極:nl':' .tるit

故はs，C. D. E に示す ;a if図か"水上清訪
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表ー、。第

， 

22.2% U(羽限付)
kE2I0 E圃= 1k9giRrd ! 14l/1mu m 

m 
t!， 術 (羽限付〉 ~3-14 

A • 15 14.3 1220 40 

" • 10 9.5 975 33 

• 目 2仰い|10 9.8 985 34 

B • 15 14.6 1210 38-018 
， 20 19.8 1 1410 43 

氷上〈羽担 付 ) • 10 9.8 990 35 

c d・ • 15 14.6 1210 43 
， • 20 19.8 1410 45 

神 a (羽官、付〉 • 10 9.7 985 35......36 
D " • 15 14.6 1210 38-39 

， • 20 19.8 1410 42-43 

氷上 f普通】 • 10 9.6 9唱。 36.....38 
E . • 15 14.7 1215 38-41 

• a 20 19.8 1410 39......41 

技術{羽恨付〉 25.4 f普 通〉 10 9.4 1251 37-38 
F ， • 15 14.5 1555 39-41 

• ， 20 19.3 1795 35......37 

• 担 6 (普 jili) 10 9.4 1680 0 41 
G • 15 14.2 207 34......35 

'・ • 20 19.0 2390 26 

31.8 (著 通} 10 2脱却 24-25 
H • • 15 13.6 2460 31-33 

， . 20 18.2 2850 由-30

水上(普通〉 • 10 8.9 1990 45 . ， 15 13.5 剖55 57.......58 ， 
" 20 18.5 2875 63-64 

帥木射包E十拝液晶
ノ 7. .レ
叫部正力1ボ :/7圧力 |7: '''' (/.:) ノJi>1 組誼管τつ
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た場合 (25.4:%.28.6%. 31.8%)の比較は F.G

Hに示す 口径走大にして流量を増すと射程は伸び

ず逆にl!l<なる，ニれは採量増加によって菅誼内の

流速が増加し， したがって亜硫羽担の摩擦抵抗が増

加するとめである 揖 3査より且て水量 14回I/min

以上では答通菅鎗丹方が有効である

5 ま と め

(11 ホ スカーは強力量水彊台として有効に直用でき

る

庄〉図中 自躍はポソプ圧力

相擁 ， 
鼎繰 ， 

lOkg/cm2 

15 ， 
20 ， 

(2)現用標指型ポンプ車円高E力限界およびホース耐圧

限界内では22.2%ノズルを置周した担保合最隻放水射

程を得る

(3) ノズルチップ盤置羽世丹効果は認められない.

(.)氷上摘防署藍寵羽級官渇の型式が比較的よい射哩

を持っくノズルチァプ22.2%)

(5) 流量が増加すると監寵羽担は員に作用する

この実験に当ゥて量生水聖を試作し，御協力下さった

東京サイ νンK.Kに深甚なる甜意を変ずる次第であ

る

白時
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